
山口県立山口図書館開設 120 周年・建築 50 周年記念 

「見る・聴く・考える 山口県の図書館建築」講演資料 2 

第 3 部 記念講演 山口県立山口図書館と建築家・鬼頭梓 

鬼頭梓(1926～2008 年)は東京生まれ。1950 年東京帝国大学建築学科卒業後、前川國男建築設計事務所に

入所。1964 年独立後、東京経済大学図書館(1968 年)、日野市立中央図書館(1973 年)、山口県立山口図書

館(1973 年)、洲本市立洲本図書館(1998 年)など、全国各地に 30 を超える図書館を手掛け、民主主義時代

に相応しい開架式の閲覧室を持つ戦後型図書館建築のパイオニアとして大きな足跡を残した。 

本講演では、鬼頭の図書館建築作品を振り返りながら、これからの公共図書館の在り方について考える。 

講師：松隈 洋 氏 

神奈川大学教授、京都工芸繊維大学名誉教授。 

1957 年兵庫県生まれ。1980 年京都大学工学部建築学科卒業、前川國男建

築設計事務所入所。2000 年 4 月京都工芸繊維大学助教授。2008 年 10 月

同教授、2023 年 4 月から現職。 

工学博士（東京大学）。専門は近代建築史、建築設計論。主な著書に、『建築

の前夜 前川國男論』、『ル・コルビュジエから遠く離れて』、『モダニズム建築

紀行』、『ルイス・カーン』、『近代建築を記憶する』、『坂倉準三とはだれか』、

『建築家・坂倉準三「輝く都市」をめざして』、『残すべき建築』、『前川國男 

現代との対話』（編著）、『建築家・前川國男の仕事』（共編著）、『建築家大髙

正人の仕事』（共著）、『日本建築様式史』（共著）など。 

「生誕 100 年・前川國男建築展」（2005 年）事務局長、「文化遺産としてのモダニズム建築―DOCOMOMO20

選」展（2000 年）と「同 100 選」展（2005 年）のキュレーションの他に、A・レーモンド、坂倉準三、

C・ぺリアン、白井晟一、丹下健三、村野藤吾、谷口吉郎・谷口吉生、吉村順三、大髙正人、増田友也、

山本忠司、浦辺鎮太郎、瀧光夫、鬼頭梓など、多くの建築展の企画に携わる。DOCOMOMO Japan 代表

（2013 年 5 月～2018 年 9 月）。文化庁国立近現代建築資料館運営委員（2013 年 4 月～2020 年 3 月）。同

志社大学兼任講師（2009 年 4 月～2012 年 3 月，2018 年 4 月～2021 年 3 月）、京都芸術大学非常勤講師

（2011 年～）。2019 年に著書の『建築の前夜 前川國男論』により日本建築学会賞（論文）受賞。 

 

 



 

 
鬼頭 梓 1926～2008年 

 

 

 

鬼頭 梓 略歴 

 

1926 年 1 月 15 日   東京都・吉祥寺に生まれる 

  1950 年 3 月     東京大学第一工学部建築学科卒業 

         4 月       前川國男建築設計事務所入所 

  1964 年 5 月     同退所 

      6 月     鬼頭梓建築設計事務所を開設 

  1992～96 年      日本建築家協会（JIA）会長 

  2007 年 4 月     法人を解散、個人事務所として登録 

  2008 年 8 月 20 日  逝去 享年 82 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■鬼頭 梓の言葉 

 

①「建築家はさまざまな条件を与えられて自動的に答を出し手ゆく人工頭脳ではありません。一つの

建物を通して社会に働きかけ、そこに共感を呼び起し、そのことによって社会に対して責任を持

つ、いわば文化の担い手である以上、あるいは建築をただ造型とのみ考えて、使い方から離れた

所で形を求めたり、あるいは単によりよい社会を夢想し、今の現実にあってはなすべきを知らな

いというようなことは、到底許されないことでありましょう。」        

「労働する手・生活する意慾への共感」『新建築』1956年 10月号 

 

②「開放的につくられたこのプランは、現実の風に当って管理上さまざまな思いがけない問題に当っ

た。（中略）が、喜んだのは子供たちである。（中略）恰好の遊び場、探検場となった。プレキャ

ストの階段手すりはすべり台だし、石垣はロッククライミングの岩場、上ったり下ったりあちこ

ちに手をのばしたこの建物は、想像力のたくましい子供たちにとって、大人の予想もしない遊び

場となるのだ。そしてある日、目に余って館長が一人の子供に注意したとき、彼はわるびれもせ

ずにこう答えた。“だっておじさん、これは区民会館だろう？皆の税金でたてた皆の建物じゃな

いか！”と。この子供たちが大人になったとき、始めて都市のコアとかコニュニティーセンター

とかいう言葉が、ようやく内容をもってくるのではないだろうか。」 

                   「世田谷区民会館を設計して」『新建築』1959年 7月号 

 

③「親しみやすい空間を創りたい。（中略）大きなもの、立派なもの、美しいもの、それらは私たち

建築家が誰でも求めてやまないものだ。だがかつて、それらが権力の象徴であったことも忘れる

ことはできない。大きいこと、立派なこと、美しいことが悪いのではないことはいうまでもない。

問題はもっと異なった側面にある。それは“誰のための建物か”という点から出発する。何度も言

い古された言葉だけれども、私たちの、市民の、あるいは民衆の、という言葉は、改めてまた何

度でも唱えられなくてはならないだろう。それらの言葉が、本当にその実体を得て、最早あたり

まえの言葉になってしまうまで。」              『建築文化』1961年 5月号 

 

④「ここには、ひとりひとりの人間の、時にやりきれないような日々の生活や、あるいは飛び上がり

たいほどの喜びなどを、託すものがない。ただ一人だまって坐り、あるいは激しくあるいは静か

に祈ろうとする人間にとって、このカテドラルは無縁の空間であった。丹下さんの作品は、人間

のマッスに対するとき、いつも比類のない空間を創り出す。だが一人に対しては非情であった。

（中略）これは教会ではないと思う。（中略）現代の技術が創り出したこの新しい空間に深い敬

意をはらいながら、私はやはりこれは違うと思う。」      

「わたくしの疑問 東京カテドラルの印象」『国際建築』1965年 8月号 

 

⑤「私はできるだけ機能的な図書館をつくりたいと思った。 図書館らしい図書館を、研究室らしい

研究室をつくりたい と思った。といって典型を求めたのではない。ここの条件の中でしかでき

ないものをつくりたいと思ったのである。そして同時に私の願いは既存の校舎と新しい建築に

よって、この構内に大学のキャンパスと呼ぶにふさわしい静かな環境をつくることであった。」                 

「基本構想」『新建築』1968年 8月号 

 

⑥「移動図書館に同乗して行った時、私の見た光景は感動的だった。（中略）それはあの、新鮮な野

菜を満載してやってくる八百屋のトラックと、そこに集まってくる奥さんたちの姿とまったく

同じ光景だった。（中略）それはいかにも日常的な光景だったし、図書館は市民にとってなくて

はならぬもの、あるのが当り前の存在だった。青空の下で、この小さな広場に繰り広げられた本

の市場には、あの図書館に入る時に背中に吹きこんでくるよそよそしさなどはどこにもなかっ

た。私たちはこの光景に感動し、この生き生きとした日常の光景を、建築に移しかえる方法を、

いったい私たちは持っているのだろうか…。」 「土地と人と建築と」『新建築』1973年 8月号 

 

 

 



 

⑦「建築は今、普通の市民にとって、何の必要もないのに建てられる。どこに必要があるのか分から

ないままに建てられる。ほかにもっと必要なものがあるのに、もっともっと欲しいものがあるの

に、と人は思う。だが何ということか、あの私たちとは無縁に見える建築が、実は私たちの必要

に応えて、その要求の上に建てられているのだとは。そのからくりを私は恐ろしいと思う。 

（中略）それだけに日野の図書館の活動とその歴史とは、改めて驚異なのだ。本当の公共施設が、

本当に公共と呼び得るものが、日本の社会に今ようやく根をおろそうとしている。」   同上                            

 

⑧「初めてこの敷地を見、周辺の町を歩きまわった時から、私はここに建つ建物の中に、通り抜けの

露地をつくりたいと思うようになった。（中略）東側の古い町並みからこの敷地に通じている袋

小路を通って、人びとが敷地をよぎってゆくのを見た。それは決してそんなに多くの人数だった

訳ではない。が、正面西側の、県庁へ通ずる道に面したよそゆきのたたずまいに比して、この露

地からひっそりと通り抜けてよぎってゆく人びとの姿には日常の生活があった。（中略）この日

常の光景が、もし新しい建物の中にひき移されるならば、どんなに素晴しいだろう」 

                           「設計メモ」『新建築』1973年 11月号 

 

⑨「私たちの意図は、この入口から直結した広場のようなスペースに、この図書館のもっとも中心的 

な機能としてのレファレンスを置いたことにあった。重要な中心的機能のスペースを、（中略）

もっとも開放的な広場の中に展開したのである。これが私たちのこのプログラムに対する理解

であり、（中略）万人に共有のシステムとしての現代の図書館の本当の意味を、ここで具体的に

確かめてみたいと思ったのである。」「共有のシステムとしての図書館」『新建築』1976年 7月号 

 

⑩「私にとって美術館の建築は経験のない世界だったし、経験がないということは判断の基準を持た

ないのに等しかった。（中略）そんな中で前川先生を訪ねて教えを乞うた時、いわれた言葉は今

も忘れない。「物（館蔵品）はあるのか？人（学芸員）はいるのか？それならば何も教えること

はない。その物と人に聞くことだ。私は物も人もいない美術館の設計にいつも苦労して来たのだ」

と。私は目を覚まされる思いがした。」 

                  「山口県立美術館が生まれるまで」『新建築』1980年 1月号 

 

⑪「図書館は本の場所である。（中略）現代の図書館は開架制による運営が常識である。私たちはそ

れによって誰でも直接自由に本に接し、自分で本を探し、自分でその内容を確かめながら本を選

ぶことができるようになった。これは図書館の歴史の中で、革命的といってよいほどに画期的な

変革であったが、同時に、そこでは人々が自分の欲しい本を探すだけでなく、逆に本が人々に語

りかけてくるという、本から人への働きかけも生まれたのである。（中略）何の定った目的もな

く、ただ漫然と本の間を歩きながら、目にとまったものをとりあげて頁をめくり、ひろい読みを

してまた歩きまわっている中に、私たちは時にそこから思いもかけない新しい世界、今まではま

ったく知らなかった未知の世界を発見することがある。このような本と人との出会い、本と人と

の交流は、近代社会において図書館が獲得した輝かしい成果であったし、その出会いと交流の場

所こそが今の私たちの図書館なのである。そんな空間を創ることは、一つは確かに家具の仕事で

ある。（中略）とくに机と椅子は、そこに小さな一人だけの宇宙をつくる大切な道具なのである。

（中略）皆の場所としての本の場所が、そのまま一人一人の自分の場所でもあるという、そんな

皆と私との関係が当り前のことになった時に、図書館は初めて新しい空間を手に入れることが

できるのである。」          「私の図書館建築作法」『図書館建築作品集』1984年 

 

⑫「工場跡地を利用することはプログラムで決まっていました。どこまで残すかはこちらの判断です。

のこぎり屋根の工場がありましたが、ひどく傷んでいました。床は抜けているし、雨は漏ってい

た。本当に廃墟でした。（中略）実施設計までの間に、残したり壊したりを相談しましたね。（中

略）現場での判断が大切なんだけれど、佐田君ががんばって、ずっと常駐してね。新しく中庭を

つくりました。（中略）つくってみればみんないいと言ってくれるけれど、改修前を見ていない

からね。やっぱり大変です。」 『建築家の自由 鬼頭梓と図書館建築』建築ジャーナル 2008年 

 

 

 



 

⑬「私にとって、現代の図書館のもつ意味は、民主主義そのもののもつ意味とほとんど重なりあって

いた。民主主義はまだ生きている、いやもしかするとこれから生まれてくるかもしれない、生み

出すことができるかもしれないのだというかすかな希望を、私は現代の図書館から教わった。密

室から解放され、権力と権威による独占を排して万人のものとなろうとする知識は、その新しい

展開の場所を求めた。それは（中略）身近で平明で開放的な空間でなくてはならなかったし、（中

略）活動的な場でなくてはならなかった。いまもなお闘いは続けられているのであり、日本では

いまようやく始まったばかりなのである。」  「図書館建築雑感」『建築文化』1976年 7月号 

 

■前川恒雄（1930～2020年）の言葉 2016年 

「現在、図書費は減り、非正規職員は増え、図書館の前には委託という大きな壁が立ちはだかってい

る。この壁は、「公共」としてあるべき政府・自治体の責任を民間に転嫁する方針の一環であり、

図書館員の倫理、使命感、成長を阻害し、運営の責任があいまいになり、委託先の都合が優先され

る。これによって国民が将来にわたって享受すべき文化を骨抜きにしてしまうものである。（中略）

公共図書館の任務は、憲法を市民生活の中で現実のものとするためにある。」                                 

「日野市立図書館がめざしたもの」 

             『本の力 図書館の力を信じて―日野市立図書館開設 50 周年記念誌―』 

 

■鬼頭 梓展 2023年開催までの経緯と鬼頭さんとの一期一会 

1983年 前川國男作品集の出版へ向けた所内の研究会の席で出会う。 

1993年 神奈川県立音楽堂の誌上座談会で同席する。『建築ジャーナル』1993年 8月号 

1998年 鬼頭 梓の建築批評を執筆。内井昭蔵編『モダニズム建築の軌跡』INAX出版 2000年所収 

2002年 アーキフォーラム「図書館建築に託したもの」講演を依頼する。 

    ＊この時、事務所の閉鎖と設計原図の処分予定を鬼頭から聞き、東京理科大学の山名善之研

究室に緊急避難を依頼し、整理が進められる。 

2005年 生誕 100年・前川國男建築展の実行委員会で協働する。 

2006年 同建築展の弘前巡回展の催しで同席する。 

2008年 鬼頭 梓『建築家の自由』の長時間インタビューに加わる。 

2009年 設計原図類が、遺族から金沢工業大学に寄贈される。 

2016年 夏葉社の島田潤一郎さんが、前川恒雄『移動図書館ひまわり号』を復刊 

2021年 ゼミ生の平尾良樹と金沢工業大学に図面調査に赴き、展覧会準備のために借用する。 

2022年 鬼頭 梓展を立案し、関係諸機関への協力依頼を進める。 

2023年「建築家・鬼頭 梓の切り拓いた戦後図書館の地平」展の開催 

    ＊平尾良樹『鬼頭梓と図書館建築の戦後史』京都工芸繊維大学修士論文 2023年 

 
■参考文献 

・鬼頭 梓『建築家の自由―鬼頭 梓と図書館建築』建築ジャーナル社 2008年 

・鬼頭 梓建築設計事務所企画・編集・発行『図書館建築作品集』1984年 

・図書館計画施設研究所編集・発行『私の図書館建築作法―鬼頭 梓図書館建築論集』1989年 

・前川恒雄『われらの図書館』筑摩書房 1987年 

・前川恒雄『移動図書館ひまわり号』筑摩書房 1988年／夏葉社 2016年【復刊】 

・前川恒雄『未来の図書館のために』夏葉社 2021年※未入手。前川恒雄の自伝本で入手困難 

・石井 敦・前川恒雄『図書館の発見―市民の新しい権利』NHKブックス 1973年 

・図書館問題研究会編『改訂新版 図説 図書館のすべて』ほるぷ社 1985年 

・東條文規『図書館の近代―私論・図書館はこうして大きくなった』ポット出版 1999年 

・東條文規『図書館という軌跡』ポット出版 2009年 

・東條文規『図書館にドン・キホーテがいた頃』ポット出版プラス 2021年 

・福嶋 聡『書店と民主主義』人文書院 2016年 

・中村文孝・小田光雄『私たちが図書館について知っている二、三の事柄』論創社 2022年 

・西河内靖泰『知をひらく～「図書館の自由」を求めて』青灯社 2011年 

・清水正三編『〈昭和史の発掘〉戦争と図書館』白石書店 1977年 

・松本 剛『略奪した文化―戦争と図書』岩波書店 1993年 

・Ｒ・オヴェンデン『攻撃される知識の歴史―なぜ図書館とアーカイブは破壊され続けるのか』柏書房 2022年 

・ベンジャミン・Ｒ・バーバー『〈私たち〉の場所―消費社会から市民社会をとりもどす』慶應大学出版会 2007年 
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の
か
。図
録
に
も
記
し
た
が
、こ
こ
で
は
、

私
事
を
交
え
つ
つ
、
開
催
ま
で
の
経
緯
と

主
旨
を
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。

一
九
九
三
年
、
鬼
頭
が
設
計
に
携
わ
っ
た

前
川
國
男
の
神
奈
川
県
立
図
書
館
・
音
楽

堂
（
一
九
五
四
年
）
が
、
再
整
備
計
画
に

よ
り
取
り
壊
し
の
危
機
に
陥
る
。
そ
の
最

中
に
行
わ
れ
た
誌
上
座
談
会
で
、
建
築
家

協
会
会
長
と
い
う
難
し
い
立
場
な
が
ら
も
、

当
時
を
振
り
返
り
、
音
楽
堂
が
戦
後
の
解

放
感
と
未
来
へ
の
希
望
の
中
で
生
み
出
さ

れ
た
と
語
る
鬼
頭
の
姿
に
接
す
る
（『
建
築

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
九
三
年
八
月
号
）。
続

く
一
九
九
八
年
に
は
、
彼
の
建
築
を
各
地

に
訪
ね
て
批
評
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、

戦
後
図
書
館
を
切
り
拓
い
た
仕
事
を
知
り

感
銘
を
覚
え
る
（
松
隈
洋
「
路
地
と
広
場

と
空
間
と
―
鬼
頭
梓
の
建
築
が
求
め
た
こ

と
」『INAX REPORT

』
一
三
六
号
、
内

井
昭
蔵
監
修
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
軌
跡
』

INAX

出
版
二
〇
〇
〇
年
所
収
）。

そ
う
し
た
経
験
か
ら
、
大
学
着
任
後
の
二

〇
〇
二
年
、大
阪
の
建
築
専
門
書
店
の
柳
々

堂
の
協
力
に
よ
り
企
画
監
修
し
た
「
近
代

建
築
を
旅
す
る
」
と
題
す
る
連
続
講
演
会

に
鬼
頭
を
招
き
、「
図
書
館
建
築
に
託
し
た

も
の
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
依
頼
し

た
の
で
あ
る（「
ア
ー
キ
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ー

ト
」『
住
宅
建
築
』
二
〇
〇
二
年
九
月
号
～

二
〇
〇
三
年
九
月
号
）。
実
は
、
そ
の
打
合

せ
の
際
、
鬼
頭
か
ら
事
務
所
閉
鎖
に
伴
い

設
計
原
図
を
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の

話
を
聞
く
。
二
〇
一
三
年
の
文
化
庁
国
立

近
現
代
建
築
資
料
館
設
立
前
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
こ
で
、
筆
者
か
ら
依
頼
し
て
、
二

〇
〇
三
年
、
東
京
理
科
大
学
山
名
善
之
研

究
室
が
緊
急
避
難
の
形
で
図
面
を
預
か
り
、

一
次
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、

鬼
頭
没
後
の
二
〇
〇
九
年
、
日
本
建
築
家

協
会
の
協
力
で
二
〇
〇
七
年
に
設
立
さ
れ

た
金
沢
工
業
大
学JIA-KIT

建
築
ア
ー
カ

イ
ヴ
ス
に
、
遺
族
か
ら
の
寄
贈
に
よ
り
収

蔵
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
と
、
関
係

者
と
学
生
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
遺
さ
れ
た

貴
重
な
建
築
資
料
を
元
に
、
鬼
頭
の
図
書

館
建
築
を
紹
介
す
る
は
じ
め
て
の
展
覧
会

が
実
現
で
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
二
三
年
は
、
鬼
頭
の
手

が
け
た
日
野
市
立
中
央
図
書
館
と
山
口
県

立
図
書
館
の
竣
工
か
ら
五
〇
年
と
い
う
節

目
の
年
に
あ
た
る
。
そ
の
間
、
全
国
各
地

に
数
多
く
の
公
共
図
書
館
が
建
設
さ
れ
た
。

統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
二
年
、
そ

の
総
数
は
当
時
の
三
倍
以
上
の
三
千
三
百

五
館
に
増
え
、
自
治
体
別
の
設
置
率
を
見

る
と
、
都
道
府
県
立
一
〇
〇
％
、
市
区
立

九
九
％
に
達
し
た
。少
な
く
と
も
、現
代
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
県
や
市
に
図
書
館
が
存
在

す
る
時
代
と
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
町
村

立
の
設
置
率
は
五
八
％
と
い
う
低
い
水
準

に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
ま
た
、
そ
れ
以
上

に
気
が
か
り
な
の
は
、
全
国
各
地
で
書
店

が
激
減
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
二
〇
二

二
年
に
は
、
書
店
が
ひ
と
つ
も
な
い
市
区

町
村
が
二
六
・
二
％
に
も
上
っ
た
。そ
れ
は
、

同
じ
国
に
住
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
を
手
に
取
り
、
本
の
世
界
に
触
れ
る
情

報
環
境
を
持
た
な
い
人
が
国
民
の
一
／
四

以
上
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
貧
弱
な
情
報
環
境
に
よ
っ
て
、

も
っ
と
も
影
響
を
受
け
る
の
が
子
供
た
ち

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
す
べ
て

国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
謳
わ
れ

た
日
本
国
憲
法
第
二
五
条
に
抵
触
す
る
社

会
問
題
で
あ
り
、
改
め
て
公
共
図
書
館
の

歴
史
と
存
在
意
味
が
問
わ
れ
始
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
鬼
頭
梓
の
仕
事
を
通
し

て
、
公
共
図
書
館
の
意
味
を
再
確
認
す
る

機
会
に
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
写
真
は
、
一
九
九

八
年
、
鬼
頭
の
図
書
館
建
築
の
出
発
点
と

な
っ
た
東
京
経
済
大
学
図
書
館
を
初
め
て

訪
ね
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
何
よ

り
も
新
鮮
に
感
じ
た
の
は
、
一
辺
四
〇
ｍ

角
の
正
方
形
プ
ラ
ン
の
大
屋
根
の
下
に
広

が
る
柱
の
な
い
大
空
間
の
一
階
の
開
架
閲

覧
室
と
、
地
下
二
階
の
第
二
閲
覧
室
と
の
、

空
間
の
ス
ケ
ー
ル
感
と
明
る
さ
の
対
比
的

な
印
象
の
違
い
だ
っ
た
。
一
人
静
か
に
本
と

向
き
合
う
学
生
の
姿
が
神
々
し
く
見
え
た
。

し
か
も
、
そ
の
対
比
は
、
敷
地
の
高
低
差

を
巧
み
に
利
用
し
た
さ
り
げ
な
い
方
法
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
た
。
前
川
の
下
で

国
立
国
会
図
書
館
と
神
奈
川
県
立
図
書
館

を
担
当
し
た
実
績
を
評
価
さ
れ
て
、
幸
運

に
も
、
大
学
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
恵

ま
れ
た
条
件
の
下
で
設
計
を
依
頼
さ
れ
た

鬼
頭
に
と
っ
て
、
独
立
後
、
最
初
に
手
が

け
た
こ
の
図
書
館
は
、
文
字
通
り
、
そ
の

後
に
続
く
図
書
館
建
築
の
出
発
点
と
な
る
。

し
か
も
、
そ
こ
に
は
、
後
年
に
次
の
よ
う
に

記
す
と
お
り
、
す
で
に
最
初
の
時
点
か
ら
、

図
書
館
建
築
に
求
め
た
鬼
頭
の
空
間
哲
学

と
呼
べ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

「
私
は
平
ら
床
に
集
約
さ
れ
る
新
し
い
図
書

館
建
築
の
諸
原
則
に
強
く
共
鳴
し
て
い
る
。

そ
し
て
同
時
に
一
人
で
静
か
に
本
を
読
む

場
所
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
も
固
執
し
て
い

る
。（
中
略
）
何
故
な
ら
、
一
人
で
静
か
に

本
を
読
む
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
実
は
本

の
持
つ
本
質
そ
の
も
の
に
深
く
根
ざ
し
て

い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
図
書
館
は
皆
の
も

の
で
あ
り
、
本
の
場
所
で
あ
り
、
そ
し
て
私

一
人
の
場
所
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
空
間
を
創

り
た
い
と
思
う
。」（「
新
し
い
図
書
館
の
建

築
」『
現
代
詩
手
帖
』一
九
八
一
年
十
一
月
号
）

こ
こ
に
簡
潔
に
記
さ
れ
た
「
私
一
人
の
場

所
」
と
し
て
の
図
書
館
の
在
り
方
に
対
す

る
眼
差
し
こ
そ
、
東
京
経
済
大
学
の
地
階

の
閲
覧
室
に
、
禅
寺
の
よ
う
な
暗
が
り
に

包
ま
れ
た
骨
太
で
簡
素
な
空
間
と
、
そ
の

下
に
設
け
ら
れ
た
大
き
な
閲
覧
机
の
形
を

生
み
出
す
原
動
力
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

残
念
な
が
ら
、
二
〇
一
四
年
、
新
図
書
館

の
建
設
に
伴
う
大
倉
喜
八
郎
進
一
層
館
へ

の
改
修
に
よ
っ
て
、
そ
の
た
た
ず
ま
い
は

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
人
間
に
と
っ
て

本
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、
そ
し

て
、
図
書
館
に
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
も
、
こ
こ
を

起
点
に
始
ま
る
鬼
頭
の
図
書
館
建
築
の
原

風
景
を
、
今
一
度
記
憶
し
て
お
き
た
い
。

地
下
二
階
の
陰
影
の
あ
る
第
二
閲
覧
室

中
二
階
か
ら
一
階
の
閲
覧
室
を
見
下
ろ
す

鬼
頭
梓
の
図
書
館
建
築
の
出
発
点

東
京
経
済
大
学
図
書
館　

一
九
六
八
年

文
・
写
真
＝
松
隈  
洋
［
神
奈
川
大
学
建
築
学
部
教
授
］
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